
令和４年１月２０日  

青梅市立第七小学校保護者の皆様 

青梅市立第七小学校  

校 長 森田 哲生 

          令和３年度 保護者アンケートの集計報告について 

  

 ３学期が始まり、１週間が経ちました。新しい年のめあてをもち、新たな希望に胸ふくらませた

子供たちの姿が教室に戻ってきました。今年もよろしくお願い申し上げます。 

 さて、保護者アンケートの集計が終わりましたので、以下のとおり報告いたします。 

保護者の皆様には、ご多用のところ、保護者アンケートにご協力いただきありがとうございまし

た。また、同時期に児童アンケートを実施しました。保護者アンケートと児童アンケートの集計結

果を参考に学校の教育活動について自己評価を行い、新年度の教育活動の改善を図ってまいります。 

 

記 

 

１ 保護者アンケート（今年度よりＷＥＢ上にて回答する形式に変更） 

（１）回収期間  １２月１日（水）から１２月１２日（日）まで 

（２）回収率   学校に対するアンケート    ３２通 回収率６８％ 

         お子さんに対するアンケート  ３６通 回収率６４％ 

（３）集計結果 
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学校は、近隣の中学校や小学校との交流活動を進めている。

学校は、お子さん一人一人の実態に応じて、丁寧に対応している。

お子さんは家で学習（宿題含む）や読書をすすんで行っている。

学校は、家庭と連携して、よりよい学習習慣の定着を図っている。

学校は、一人一台タブレット端末を活用している。

お子さんは地域に関心をもち、行事等にすすんで関わっている。

学校は、地域の人材を活用するなどし、地域に開かれた活動を行っている。

お子さんは安全に気を付けて、生活をしている。

学校は、お子さんの命を守るために役立つ安全指導を行っている。

お子さんはすすんで運動に取り組んでいる。

学校は、保健指導や体育指導等を通じて、健康の増進や体力の向上を図っている。

学校は、たてわり班活動や交流活動などを通じて、思いやりや尽くす心を育てている。

お子さんは家族や地域の人にやさしい言葉遣いや挨拶をしている。

学校は、挨拶やよりよい言葉遣いの啓発、いじめをなくす取組を通じて、人権を尊重する指導を行っ

ている。

学校は、考えたり、考えたことを発表したりする力が高まるように工夫している。

お子さんは基礎学力（漢字や計算など）がついている。

学校は、基礎・基本（漢字や計算など）がきちんと定着するように指導している。

学校は、お子さんの興味・関心を高める指導の工夫を行っている。

令和３年度 保護者アンケート集計(３２家庭分)
ほぼできている

やや物足りない面もあるができている

あまりできていない

できていない

不明・記載できず



（４）分析 

 分析の都合上、「ほぼできている」と「やや物足りないができている」を併せて肯定的評価、 

「あまりできていない」と「できていない」を併せて否定的評価として表記します。 
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○肯定的評価 ９４％  

△否定的評価  ３％   不明３％ 

多くの肯定的評価をいただきました。あらた

めて、今の子供たちの実態やこれから子供たち

に必要な力を見据えて、興味関心に繋がる主体

性を伸ばす指導の工夫・改善を図ります。 

○肯定的評価 ８８％ 

△否定的評価 １２％ 

90％近い肯定的評価をいただきました。一

人一人の子供たちの実態に応じた、個別最適

な指導を今後も進め、基礎基本の確実な定着

を目指して参ります。 

○肯定的評価 ７５％  

△否定的評価 ２５％    

 約４分の 1の方が、「あまりついていない」と

回答されています。問題解決的な授業を行いつ

つ、同時に基礎学力も定着する指導の工夫・改

善や ICTの活用を進めて参ります。 

 

○肯定的評価 ９１％  

△否定的評価  ０％   不明９％ 

多くの肯定的評価をいただきました。授業

研究等を通じ、問題解決型の授業展開を積極

的に行っている成果だと考えます。今後も持

続できるよう、さらに工夫・改善を図ります。 
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お子さんは家族や地域の人にやさ
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学校は、たてわり班活動や交流活動な

どを通じて、思いやりや尽くす心を育
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学校は、保健指導や体育指導等を通

じて、健康の増進や体力の向上を

図っている。
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○肯定的評価 ７８％  

△否定的評価 １６％   不明６％ 

挨拶については、日常的な指導を行っていま

す。言葉遣いやいじめ防止については、保護者

の方とも積極的に連携しながら、学校・家庭・

地域が一体となった指導を進めて参ります。 

○肯定的評価 ８９％  

△否定的評価 １１％  

同左 

学校では定期的に児童会を中心に「あいさ

つ運動」を行っています。今後、保護者・地

域の方と連携した活動も考えていきます。 

○肯定的評価 ８８％  

△否定的評価  ９％  不明３％ 

たてわり班活動や給食・掃除などの交流活動

は本校の大きな特色の一つです。今年度もコロ

ナ禍で制限せざるを得ない状況でしたが、その

中でできることを工夫して行った結果が、90％

近い肯定的評価につながったと考えます。 

○肯定的評価 ８８％  

△否定的評価 １３％  

体力向上についてもコロナ禍の影響が少

なからずあると考えます。また、子供たちの

習慣や周りの環境など、身体を動かす機会が

減っていることも影響していると考えます。 

※次項「お子さんは進んで運動に取り組んで

いる。」に続く。 
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学校は地域の人材を活用するなど

し、地域に開かれた活動を行って

いる。
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○肯定的評価 ７０％  

△否定的評価 ３１％  

（前項からの続き）しばらくこの状況が続く場

合も考慮し、来年度以降、日常的な体力向上に

子供たちが取り組めるサーキットトレーニング

の活用に加え、例えば「体力カード」を作成す

るなど、更なる工夫をしたいと考えています。 

 

○肯定的評価 ９７％ 

△否定的評価  ０％  不明 3％ 

 ほぼ 100％に近い肯定的評価をいただき

ました。安全指導については、土砂災害など

地域的な災害に対応したものや、メディア

リテラシーに対応したものなど、幅広く指

導を続けて参ります。 

○肯定的評価 ９５％  

△否定的評価  ６％  

多くの肯定的評価をいただきました。学校

のみならず、帰宅してからの放課後や家庭で

も、安全に気を付けた生活をするように、指

導を継続して参ります。 

○肯定的評価 ８１％ 

△否定的評価 １６％   不明３％ 

来年度、本校は青梅市教育委員会から市内で 2

番目のコミュニティ・スクールに指定される予定

です。学校運営協議会の皆様とも話し合いなが

ら、地域人材の活用や地域に開かれた活動を継続

し、可能な範囲で発展させていきます。 

また、保護者との連携した活動も、持続可能な

ものとなるよう PTA 役員の方と相談しながら進

めて参ります。 
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○肯定的評価 ６１％  

△否定的評価 ３９％  

コロナ禍で、地域行事そのものが中止や延期

になったことが大きいと考えています。また、

家族構成や地域性が変化してきていることも、

影響しているのではと考えています。 

○肯定的評価 ８８％  

△否定的評価  ９％  不明３％ 

今年度からのアンケート項目です。90％近く

の肯定的評価でした。一人一台の活用は始まっ

たばかりですが、小規模校のメリットを生かし

て、今後も積極的に活用して参ります。 

○肯定的評価 ７８％  

△否定的評価 ２２％  

家庭学習の定着は、学校と家庭の協力が必須

です。家庭での学習について様々な価値観があ

る中、個に応じて無理なく進められる習慣化を

今後も進めて参ります。また、タブレット端末

も積極的に活用して参ります。 

○肯定的評価 ４８％ （９７％） 

△否定的評価 ５３％ （ ３％） 

 同左 

 また、読書については、学校図書館や学校

司書をさらに活用し、子供たちに読書の良

さ・楽しさを知ってもらい、意欲に繋げて参

ります。 



   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）要望・意見 

  要望・意見の欄にいくつかのお声をいただきました。紙面の都合上、全文ではなく、要約させ

ていただいたものを掲載させていただきました。いただいたご意見を参考にさせていただき、

新年度以降の教育活動に活かしていきます。 

 

・保護者会より個人面談などで対応して欲しい。 
・今回の運動会や学芸会、その他行事等も含め、他の学校と同じではなく、人数が少ないからで

きる活動や、他の学校が真似をしたくなる様な活動を積極的に行なって欲しい。 
 

（６）その他 

  今年度、児童アンケート、保護者アンケート共に、ＷＥＢ上にて回答する形に変更させていた

だきました。ご協力いただきありがとうございました。次年度以降も、ＷＥＢ上にて回答する形

を継続していきます。アンケートへの回答のご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 
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○肯定的評価 ８８％ 

△否定的評価  ９％   不明３％ 

90％近い肯定的評価をいただきました。し

かし、この項目については 100％を目指して

努力していくことだと考えています。 

引き続き、教職員の子供たちの特性をみと

る力の向上と、ご家庭との子供ファーストの

連携・協力を進めて参ります。 

○肯定的評価 ６３％  

△否定的評価 ２２％  不明１６％ 

他校（成木小・六中）との交流は本校の

特色ある教育活動の一つです、やはりコ

ロナ禍のため、十分に実施できませんで

した。ただし、オンラインでの交流や分散

しての実施など、新たな工夫も行えたの

で、今後の状況を見ながら、可能な範囲で

継続して参ります。 

また、成木小・六中だけでなく、他地域

の学校とも交流できないか、検討してい

きます。 



２ 全校児童アンケート集計結果（今年度よりＷＥＢ上にて回答する形式に変更） 

（１）回収期間  １１月２４日（水）から１２月１日（水）まで 

（２）回収率   １００％（５６通） 

（３）集計結果 
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学校以外で､毎日およそどのくらい学習をしますか（塾や習いごとは含めません）

学校の授業の復習をしていますか

学校の授業の予習をしていますか

学校の宿題をしていますか

自分で計画を立てて勉強していますか

算数の授業の内容はよく分かりますか

算数の勉強は大切だと思いますか

算数の勉強は好きですか

国語の授業の内容はよく分かりますか

国語の勉強は大切だと思いますか

国語の勉強は好きですか

地域の行事にすすんで参加していますか

避難訓練や交通安全教室などで教えてもらったことを守っていますか

休み時間にすすんで外で体を動かしていますか

友達にいじめられたり、友達をいじめたりせず、思いやりをもって接していますか

学校に毎日楽しく登校することができていますか

自分で問題の答えを考えたり、友達と一緒にやり方を考えたりすることができていますか

先生や友達の話をよく聞き、返事には「はい」を、発言には「です」「ます」をつかうことができていますか

後期 全校児童アンケート集計

(令和３年度)

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

あてはまらない

左から、１時間～２時間、３０分～１時間、３０分未満、していない, ２時間以上

23％ 39％ 25％ ０％ １３％



（４）所見 

■評価の高かった項目（肯定的評価が９５％以上のもの）■ 

・国語の勉強は大切だと思いますか。  ・国語の授業の内容はよく分かりますか。 

・算数の勉強は大切だと思いますか。 

・学校の宿題をしていますか。 

・避難訓練や交通安全教室などで教えてもらったことを守っていますか。 

・先生や友達の話をよく聞き、返事には「はい」を、発言には「です」「ます」をつかうことがで

きていますか。 

・自分で問題の答えを考えたり、友達と一緒にやり方を考えたりすることができていますか。 

→  前期の結果と、ほぼ同様の結果となりました。しかし、国語や算数の勉強が大切だという意

識は高いものの、「国語の勉強は好きですか」は８０％→７７％、「算数の勉強は好きですか」

は８６％→８３％、「算数の授業の内容はよく分かりますか」は９７％→９１％と若干の減少

傾向が見られました。これらの項目については、引き続き校内研究を中心に、授業の改善が図

れるよう、努めてまいります。 

   なお、「学校の宿題をしていますか」の項目については、児童の肯定的評価は高いものの、

保護者の評価は低いという乖離現象が起きています。宿題のやり方など、ぜひ一度ご家庭での

話題にしていただけたらと思います。 

■昨年度との比較で変化のあった項目のその後■（昨年→前期→後期） 

・地域の行事にすすんで参加していますか。 （７３→９１→９３％） 

・自分で計画を立てて勉強していますか。   （６５→８０→８１％） 

・学校の授業の予習をしていますか。     （４６→７６→６１％） 

→  コロナ禍で様々な制限があるものの、昨年度に比べ、地域の行事に参加する割合も、数字か

らは少しずつ改善していることが伺えます。 

また、昨年度まで、低かった「自分で計画を立てて勉強する」児童も、今年度は年間を通し

て、肯定的な評価をする児童が８０％程度でした。さらなる向上が望まれます。 

なお、「学校の授業の予習をしていますか」については、前期よりも１５％も数値が減少し

ました。一方で、「学校の授業の復習をしていますか」は、８５％から８８％に微増していま

す。いずれも、学習に対する「前向きさ」や「積極性」が問われる評価項目です。その中でも、

未知のものを自ら切り開いていく「予習」の大切さも、改めて子供たちに伝えていきます。 

■数値は上がっているけれど、コロナ禍で心配な項目のその後■（昨年→前期→後期） 

 ・学校に毎日楽しく登校することができていますか。    （９０→９２→９２％） 

 ・休み時間にすすんで外で体を動かしていますか。      （８０→８４→８３％） 

 → コロナ禍で、様々な不安をもって登校しているご家庭、児童もいるかと思います。上記の２

項目について、数値的には、昨年度・今年度の前期・後期ともに、ほぼ横ばいの傾向が見られ

ます。１月中旬に入り、オミクロン株による感染拡大が懸念される中ではありますが、今後も、

青梅市のガイドラインに沿いながら、児童が安心して登校することができるように努めます。

また、できる範囲の中で、できる限り通常の教育活動が行えるよう努めてまいります。 

コロナ禍で、思いっきり外で遊べず、体力の低下を懸念する声は、年度末の校内での会議で

も改めて議題に上がりました。今年は、まずは体力の維持を目標に指導してきましたが、今後

は、運動の日常化をどのようにしたら図れるかを模索しながらすすめていきます。 


